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専門的な生体の構造、機能と調節を理解をするために、それにつながる循環器、呼吸器、血液、リ
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---

心理学は精神や行動を研究する学問であるが、着眼点や研究方法によって、様々な領域に分ける

ことが出来る。この授業では、人間の心理的機能やそれらを表現する方法についての知識を得なが
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英語と日本語の構造の違いを理解し、英語という言語の文法を習得することでどのような文章も五文型のど

れに当てはまるかわかるようになること。そして、辞書等を用いて、どのような文章も読めるようになること。英語

の医療専門用語がどのような語源から生じ、他の語とどのような関係性を持つかを理解し、一つの単語から多

やさしい医療英語

センゲージラーニング出版



スポーツ科学 １

様々なアスレティックトレーナー養成校で教鞭を取りながら、大学スポーツでトレー

---

生理学・解剖学の知識を用い競技者へのトレーニング指導及び・高齢者への運動療法の指導など地域医療

ストレッチ・トレーニングは誤った使い方をすれば重大な事故を招くことを十分に留意する。
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---

私たちは健康を維持するために適度な運動と休息、そして必要な栄養素を過不足なく摂取すること

が不可欠であり、多くの疾病は栄養と密接に関係していると言える。ついては、健康づくりのための運

動刺針を踏まえ、一般人の健康増進への活用を目標とする。又、スポーツ選手の競技力向上に貢

（摂取エネルギーと消費エネルギー）



専門基礎

１

人体を構成する諸機関の肉眼的および顕微鏡的形態と構造、また、それぞれの機能的相互関係を

理解する。



運動の仕組み、解剖学的用語、骨の構造と機能、関節の構造と機能



専門基礎
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専門基礎
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①．神経系の分類を説明できる。中枢神経系の役割と主な末梢神経の名称と働きについて説明でき

※運動器系のうち前期：骨格器系（１００点満点）と後期：筋系（１００点満点）の総合評価により判





専門基礎
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循環器系の仕組みと働きついて学習する。（第５章）

※運動器系のうち前期：骨格器系（１００点満点）と後期：筋系（１００点満点）の総合評価により判





専門基礎
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はり師きゅう師として活動する際、疾病予防や健康増進についての制度について熟知しておくことは、

必須であると考えられる。本科目では、衛生学の意義について学習し、健康とライフスタイル、環境、
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専門基礎
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診断学、症候学は西洋医学の基本である。本講義では、西洋医学における患者の問診から診察・

検査そして診断に至る過程とその意義について学ぶ。はり師きゅう師として必要な知識を軸に、臨床

現場の実際についても講義する。よって、資格者として必要な基礎知識の取得とともに、多様な臨床

医学の特性を理解することにある。各人が目指す医療従事者としての将来の方向性が提示されるこ
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到達度確認  
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東洋医学の基礎となる、思考や歴史を学ぶとともに、東洋医学のおける人体の考えかたを学んでい

く。東洋の考え方を理解し、人の身体がどのような状態になっているかを東洋医学的に把握できる診
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・実技道具・実技室の使用を通して、鍼灸師という治療家になるための態度・姿勢を理解することが
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・スポーツの現場において、トレーナーステーションを設け、緊迫した場面で、はり師きゅう師がどのよう

にスポーツ選手に応対しているかを見学する。それにより、コミュニケーションをはじめ、テーピング技

（
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